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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）入力されたシーンを受信し、
　（ｂ）視覚的注意モデルを前記入力されたシーンに適用し、
　（ｃ）前記入力されたシーン内の、視覚的注意を引き付ける傾向がある領域を予測する
ように機能する視覚的注意モジュールと、
　前記視覚的注意モジュールと相互作用して、識別された領域の少なくとも１つが堅牢で
ある、又は前記シーンが堅牢である、という程度を決定するように機能する堅牢性評価モ
ジュールと、を含み、
　堅牢性が、前記視覚的注意モデルから、
　（ａ）前記シーンの視覚的特性内の変動、又は
　（ｂ）前記視覚的注意モジュールによって適用される前記視覚的注意モデル内の変動、
のうちのいずれか、若しくはこれらのいくつかの組み合わせへ出力された予測の感度の尺
度である、コンピュータシステム。
【請求項２】
　入力されたシーンを受信することと、
　視覚的注意モデルを前記入力されたシーンに適用して、前記入力されたシーン内の視覚
的注意を引き付ける傾向がある領域を予測することと、
　修正されたシーンを生成するように、前記シーンを修正することと、
　前記視覚的注意モデルを前記修正され、入力されたシーンに適用して、前記入力された
シーン内の視覚的注意を引き付ける傾向がある領域を予測することと、
　前記視覚的注意モデルの、前記入力されたシーン及び前記修正されたシーンへの適用か
ら識別された領域に基づいて、前記識別された領域又は前記入力されたシーンのうちの１
つが堅牢である、という程度を測定することと、を含み、
　堅牢が、視覚的注意モデルから、前記シーン内の前記視覚的特性内の変動までの予測の
低感度の尺度である、コンピュータ実行型の方法。
【請求項３】
　入力されたシーンを受信することと、
　視覚的注意モデルを前記入力されたシーンに適用して、前記入力されたシーン内の視覚
的注意を引き付ける傾向がある領域を予測することと、
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　修正された視覚的注意モデルを生成するように、前記視覚的注意モデルを変更すること
と、
　前記修正された視覚的注意モデルを前記入力されたシーンに適用して、前記入力された
シーン内の視覚的注意を引き付ける傾向がある領域を予測することと、
　前記視覚的注意モデル及び前記修正された視覚的注意モデルの、前記入力されたシーン
への適用から識別された領域に基づいて、前記識別された領域又は前記入力されたシーン
のうちの１つが堅牢である、という程度を測定することと、を含み、
　堅牢が、視覚的注意モデルから、前記シーン内の前記視覚的特性内の変動までの予測の
低感度の尺度である、コンピュータ実行型の方法。
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